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１．講義目的 
 
 都市空間政策の基礎（都市計画制度、都市マスタープラン・土地利用計画・地区スケールの計
画の内容と策定技法）について学ぶ。 
 
 
２．講義項目 
 
◆都市空間政策概論第1｜都市地域計画論・基礎編 I｜木曜日6限・7限（8コマ） 
 
9/26 都市地域計画の基本 

・都市の構成要素と都市計画の基本的枠組み 
 ・土地利用と施設配置の計画を示す図 
 ・なぜ土地利用や施設配置の計画が必要なのか 
10/3 日本の都市計画の歴史と制度 

・土地利用・施設配置計画の歴史 
 ・現行土地利用・施設配置計画制度 
10/10 マスタープラン 

・圏域マスタープラン・都市計画区域マスタープラン 
 ・市町村の都市計画マスタープラン 
10/17 持続可能な都市の形態 
 ・「コンパクトシティ」vs.「間にある都市」 
 ・パッチワーク・アーバニズム 
 ・様々な地区の現状と趨勢 
 
◆都市空間政策概論第5｜都市地域計画論・基礎編 II｜火曜日6限・7限（8コマ） 
 
11/26 地域まちづくりと都市計画・公共施設再編整備計画 
12/3 エコディストリクト、スマート・コミュニティ、都市システム・デザイン 
12/10 学生による事例発表 
12/17 課題整理と討論 
 
 
３．成績評価方法 
 事例発表・討論への発表状況とレポートにより評価する。なお、レポートは、講義中に実施す
る事例発表・課題整理と討論に関わる内容とする。 
【9/27 追記：「都市空間政策概論第 1」のみ、または、「都市空間政策概論第 5」のみの履修も可
能とする。その場合は、成績評価やビデオ聴講の可能性について、担当教員に相談すること。】 
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